
２－３　　植　　栽　　工



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

樹木植栽仕様一覧表

２－３－１＿

図面名称

中 低 木

高　木

３．３７０

２．３８０

１．５４０

０．９４０

０．５５０

０．４８０

０．３３０

０．２０９

０．１１２

０．０７３

４６

４０

３５

３１

２８

２３

２６

１２８

１０９

９０

７５

６２

５９

５３

４６

４０

３７

２４３

２０７

１７１

１４１

１１７

１１１

９９

８７

７５

６９

１０以上１５ 〃

１０未満

形　状

形　状

１５ 〃 ２０ 〃

２０ 〃 ２５ 〃

２５ 〃 ３０ 〃

３０ 〃 ３５ 〃

３５ 〃 ４５ 〃

４５ 〃 ６０ 〃

７５ 〃 ９０ 〃

６０ 〃 ７５ 〃

２５０〃３００〃

２００〃２５０〃

１５０〃２００〃

１００〃１５０〃

８０ 〃１００〃

５０ 〃  ８０〃

３０未満

３０以上 ５０〃

２９

３３

３７

４１

４６

５４

６９

６１

５１

０．０１４

０．０２０

０．０２６

０．０３５

０．０４９

０．０７７

０．１１１

０．１５６

０．２８

０．４０

０．５２

０．７０

０．９８

１．５４

２．２２

３．１２

幹周（cm） 植穴径（cm） 植穴深さ（cm） 客土量（m3） 土壌改良剤（kg）

土壌改良剤（kg）客土量（m3）植穴深さ（cm）植穴径（cm）樹高（cm）

１．４６

２．２４

４．１８

６．６０

９．６０

１１．００

１８．８０

３０．８０

４７．６０

６７．４０

鉢径（cm） 鉢の深さ（cm） 鉢容量（m3）

鉢容量（m3）鉢の深さ（cm）鉢径（cm）

　３３

　３８

　４７

　５７

　６６

　７１

　９０

１１３

１４１

１７０ １０８

　９１

　７４

　５９

　４８

　４５

　３９

　３３

　２８

　２５ ０．０１７

０．０２８

０．０６１

０．１１

０．１７

０．２１

０．４０

０．７４

１．３２

２．０８

　１５

　１７

　２０

　２２

　２６

　３０

　３５

　４０ ０．０３２

０．０２２

０．０１３

０．００８

０．００５

０．００４

０．００２

０．００１　　８

　１０

　１２

　１３

　１６

　１９

　２３

　２６

植栽特記仕様書 （参考資料）



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

樹木植栽仕様一覧表

２－３－２＿

図面名称

Ｈ＝4.0

Ｈ＝3.5

Ｈ＝2.0以下

Ｈ＝2.5

Ｈ＝3.0

Ｃ＝0.2

Ｃ＝0.25

Ｃ＝0.12

Ｃ＝0.15

土壌改良剤は客土1m3 当り植樹用で20kg使用を標準とする。（芝生用は別途考慮のこと）

支　　柱

　　 この限りでなく設計図書熟知の事。

注） 支柱（ア）を標準とする。ただし、樹種・植栽場所の条件などによっては、

八　ツ　掛

三脚鳥居

（添木付）

八　ツ　掛

十字鳥居

二脚鳥居
二脚鳥居

八ツ掛（竹）

添柱形（1本形）

（株物・松類含む）
0.20、0.25

〃   

0.45、0.60、0.75、0.90〃   

0.30、0.35、0.45〃   

0.09、0.12、0.15、0.18、0.20、0.25幹周

1.5～3.5〃   

樹高　1.5～2.5

（イ）（ア）

支　　　柱　　　名
規　　　格　　（m）

　　 程度のところまでなければならない。

注） 仕立物の下枝は、地際より10～15cm

Ｗ＝0.6

Ｃ＝0.18Ｗ＝0.8～0.9

Ｈ＝2.0

仕　立　物

規　格　寸　法 適用する規格

Ｈ＝1.2

Ｈ＝1.5

Ｈ＝1.8

Ｈ＝2.0

Ｗ＝0.3

Ｃ＝0.18

Ｃ＝0.20

Ｃ＝0.25

Ｃ＝0.3

Ｈ＝0.8

Ｗ＝0.4～0.5 Ｈ＝1.0

Ｈ＝1.0

Ｈ＝0.8

Ｗ＝0.9

Ｗ＝0.6, 0.7

モンタナマツ

規　格　寸　法 適用する規格

Ｈ＝0.3Ｗ＝0.3

Ｗ＝0.4 Ｈ＝0.5

ハイビャクシン

適用する規格

下木あつかい

幹周表示のない松額

Ｃ＝0.25Ｈ＝4.5　Ｗ＝2.5

Ｃ＝0.20

Ｃ＝0.18

Ｃ＝0.15

Ｃ＝0.12

下木あつかい

Ｈ＝4.0　Ｗ＝1.5～2.0

Ｈ＝3.5　Ｗ＝1.8

Ｈ＝3.0　Ｗ＝1.2～1.5

Ｈ＝2.5　Ｗ＝1.0～1.5

Ｈ＝2.0以下

適用する規格規　格　寸　法

株　立　物

特定樹木の植穴

Ｈ＝0.6

Ｈ＝0.3

Ｗ＝0.6

Ｗ＝0.3

適用する規格規　格　寸　法

Ｗ＝0.9 Ｈ＝1.0

二脚鳥居合せ支柱

八　ツ　掛

9cm以上～15cm未満 φ0.8 m

控除寸法（直径）

15cm以上～20cm未満

規　格　寸　法

樹木の周りを芝付する時は、下表により芝を控除する。

１）高木

幹　　　　　周

20cm以上～25cm未満

φ0.9 m

φ1.0 m

※ 幹周が25cm以上及びこれによりがたい場合は、監督員の指示によること。

2）低木

控除寸法（直径）

φ0.8 m

※ 寄せ植は、監督員の指示によること。

※ 幹周表示のない松類以外の高木について

2.0≦H<3.0は、C<0.1の規格とする。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

二脚鳥居型支柱（添木付）

２－３－３1/30

図面名称

6
00

600

42090

90

G.L

90

末口φ6cm丸太（針葉樹）

Ｄ

Ｂ

末口φ6.0cm丸太（針葉樹）

650

1
,8
00

9
50

※風等で幹折の可能性のある樹木に適用。

二脚鳥居型支柱(添木) 幹周0.09m・0.12m・0.15m・0.18m・0.20m・0.25m

風　向

1
50

1
50

添木L2.7m 末口φ4.5cm

Ｃ

1
50

250

摘　　　要寸　　法

割を入れる

打ち込む
丸太の中央に

巾 15cm
L 10～30cm

L 12cm

#16

名　称

鉄　線

西洋釘

亜鉛引

保護材

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

※なお、列植等の場合は監督員の指示によること。

５．保護材は、杉皮、杉テープ又は同等品以上とする。

４．丸太杭の先端は、3面削りとする。

1．丸太相互の接合箇所は横木に喰い込ませるよう削りとるこ

Ａ

棕梠縄

 　と。（添木部分は除く）

2．支柱用丸太は針葉樹とし、皮をはぎ焼磨き仕上げ又は、

　 薫煙丸太とする。

3．支柱の方向は原則として夏期の常風に対して横木が直角に

 　なるよう設置すること。

2回巻(割を入れる）
赤縄2本使用



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

二脚鳥居型支柱（Ａ・Ｂ）

２－３－４1/30

図面名称

6
00

600

42090

9
0

Ａ

G.L

90

末口6cm丸太（針葉樹）

Ｄ

Ｂ

末口φ6.0cm丸太（針葉樹）

650
(800)

1
,8
00

(2
, 1
00
)

9
50

(
1
,
0
50
)

Ｃ

Ａ

（　　　　）内寸法 Ｂ型（泥炭等の軟弱地盤に使用）

二脚鳥居型支柱 幹周0.09m・0.12m・0.15m・0.18m・0.20m・0.25m

(φ7.5)

風　向

１．

２．

３．

直角になるよう設置すること。

支柱の方向は原則として夏期の常風に対して横木が

支柱用丸太は針葉樹とし、皮をはぎ焼磨き仕上げ又は、

取ること。

丸太相互の接合箇所は横木に喰い込ませるよう削り

４．

５．保護材は、杉皮、杉テープ又は同等品以上とする。

丸太杭の先端は、3面削りとする。

※なお、列植等の場合は監督員の指示によること。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

保護材

亜鉛引

西洋釘

鉄　線

名　称

# 16

L 12cm

L 20～40cm
巾 15cm

赤縄2本使用
2回巻(割を入れる）

丸太の中央に
打ち込む

割を入れる

寸　　法 摘　　　要

薫煙丸太とする。

棕梠縄



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

三脚鳥居型支柱

２－３－５1/30

図面名称

600

42090

G.L

90

末口φ6cm丸太（針葉樹）

Ｄ

末口φ7.5cm丸太

800

9
00

Ｂ

9
0

1
,8
00

400

（針葉樹）

750

1
50

Ａ

Ｃ

支柱取付仕様

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

保護材

亜鉛引

西洋釘

鉄　線

名　称

#16

L 12cm

L 30～50cm
巾 15cm

赤縄2本使用
2回巻(割を入れる）

丸太の中央に
打ち込む

割を入れる

寸　　法 摘　　　要

１．丸太相互の接合箇所は横木に喰い込ませるよう削り

３．

４．保護材は、杉皮、杉テープ又は同等品以上とする。

丸太杭の先端は、3面削りとする。

取ること。

三脚鳥居型支柱 幹周0.30m・0.35m・0.45m

薫煙丸太とする。

支柱用丸太は針葉樹とし、皮をはぎ焼磨き仕上げ又は、２．

棕梠縄



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

十字鳥居型支柱（Ａ・Ｂ）

２－３－６1/30

図面名称

900

1,
8
00

②750φ7.5
①600φ7.5

②510～550
①360～400

100100

1,000

末口φ7.5cm丸太（針葉樹)

Ｃ

Ｂ

1
,1
50

120 120

～ ～

～～

120120

100 100
①360～400
②510～550

①600φ7.5
②750φ7.5

2
,1
00

9
50

Ｄ

Ａ

3
60

G.L

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

保護材

亜鉛引

西洋釘

鉄　線

名　称

#16

L 12cm

L 40～90cm
巾 36cm

赤縄2本使用
2回巻(割を入れる）

丸太の中央に
打ち込む

割を入れる

寸　　法 摘　　　要

１．丸太相互の接合箇所は横木に喰い込ませるよう削り

３．

４．保護材は、杉皮、杉テープ又は同等品以上とする。

丸太杭の先端は、3面削りとする。

取ること。
規　　格

幹　周

②

①

記号

0.30ｍ～0.35ｍ

幹　周 0.45ｍ

末口φ7.5cm丸太(針葉樹）

十字鳥居型支柱 幹周0.30m・0.35m・0.45m

薫煙丸太とする。

支柱用丸太は針葉樹とし、皮をはぎ焼磨き仕上げ又は、２．

棕梠縄



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

二脚鳥居合せ支柱（Ａ・Ｂ）

２－３－７1/30

図面名称
1
50

1,000

2
,1
00

②750φ7.5
①600φ7.5

②500
①400 100100

100 100

①φ7.5
②φ7.5

1,000

末口φ7.5cm丸太（針葉樹）
焼磨き仕上

焼磨き仕上

Ｄ

Ａ Ｂ

Ｃ

腕木は木の大小に
より切使いのこと

1
,0
50

G.L

取ること。

丸太杭の先端は、3面削りとする。

保護材は、杉皮、杉テープ又は同等品以上とする。４．

３．

丸太相互の接合箇所は横木に喰い込ませるよう削り１．

摘　　　要寸　　法

割を入れる

打ち込む
丸太の中央に

2回巻(割を入れる）
赤縄2本使用

巾 30cm
L 50～90cm

L 12cm

#16

名　称

鉄　線

西洋釘

亜鉛引

保護材

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

支柱取付仕様

60cm

規　　格

45cm

②

①

記号

末口φ7.5cm丸太（針葉樹）

薫煙丸太とする。

支柱用丸太は針葉樹とし、皮をはぎ焼磨き仕上げ又は、２．

棕梠縄

二脚鳥居合せ支柱 幹周0.45m・0.60m・0.75m・0.90m



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

八ッ掛支柱(Ａ・Ｂ・Ｃ)

２－３－８1/30

図面名称

200

400 20
0

ヤラズ抗（焼丸太）

西洋釘(L=12cm)打のうえ保護材

鉄線割掛(2本使い)丸　太

割掛とする

記号

Ａ

Ｂ

Ｃ

規　　　　　　格

Ｈ＝3.5～4.5　松類、株立物含

Ｈ＝5.0～6.0　　　　　　　　

Ｈ＝7.0～9.0

〃

〃

型 焼丸太（3本） ヤラズ杭（3本）

Ａ

Ｂ

Ｃ

末口φ4.5cmＬ2.7m

末口φ4.5cmＬ3.6m

末口φ3.0cmＬ6.3m

末口φ6.0cmＬ0.6m

末口φ6.0cmＬ0.6m

末口φ6.0cmＬ0.6m

１．

２．

樹木と支柱の結束高は樹高の2/3とする。

３．

保護材は、杉皮、杉テープ又は同等品以上とする。

丸太杭の先端は、3面削りとする。５．

丸太相互の結束部は亜鉛引鉄線#16で結束する。

樹木と丸太の結合部は樹木に保護材を当て、棕梠縄（赤）

で結束する。

６．

薫煙丸太とする。

支柱用丸太は針葉樹とし、皮をはぎ焼磨き仕上げ又は、４．

八ツ掛支柱



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

八ツ掛（竹）支柱

２－３－９1/30

図面名称
1．晒竹の規格及び長さについては参考寸法とする。

2
00

4
00

20
0

G.L

ヤラズ杭上端節止

鋸目鉄線割掛　(#16、2本使い)

ａ部詳細図

ａ

①

保護材

鋸目鉄線割掛　(#16)

姿　図

記号

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ 単幹を含む

〃

〃

株物・松類

内　　容

Ｈ＝1.5m内外

規　　格

2.0m内外

2.5m内外

3.5m内外

樹木と支柱の結束高は樹高の2/3とする。

支柱、ヤラズ杭の上端は節止めとする。

必ず結束部分にノコ目を入れる。

樹木と晒竹の接合部は、樹木に保護材を当て棕梠縄（赤）

にて結束のこと。（割掛とする）

６．

５．

４．

３．

２．

１．

保護材は、杉皮、杉テープ又は同等品以上とする。

晒竹の直径寸法は、三節上とする。

記号

①

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 3.0

3.0

3.0

3.0

直　径（cm） 長　さ（m/本）

1.3

1.6

1.8

2.5

（晒竹三本支柱）

八ツ掛（竹）支柱

150

175

200

300

樹木100本相当竹使用量（本/100本）

※竹3.9ｍ/本



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

添柱形（一本形）支柱

２－３－１０＿

図面名称
1．晒竹の規格及び長さについては参考寸法とする。

晒竹φ3.0cm

G.L

保護材φ15cm巾14cm

棕梠縄

添柱形（一本形）支柱

（晒竹1本支柱）

記号

Ｃ

Ｂ

Ａ

規　　　格

節止とする

2.5m

2.0m

樹高1.5m内外

〃

〃

〃

〃

樹高1.5m～2.5m

Ｃ
 
1
,
8
00

Ｂ
 
1
,
3
00

Ａ
 
1
,
0
00

棕梠縄は赤縄2本使用2回巻（割を入れる）

保護材は、杉皮、杉テープ又は同等品以上とする。

晒竹の直径寸法は、三節上とする。

Ｂ
 
8
00

Ａ
 
7
00

Ｃ
 
8
00

３．

２．

１．



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

布掛（竹）支柱

２－３－１１＿

図面名称
1．支柱・ヤラズ杭の上端は節止とする。

2．結束部には必ずノコ目をいれる。

3．晒竹の直径寸法は3節上とする。

4．晒竹の規格及び長さについては参考寸法とする。

平　面　図　

G.L

0.
4

0.2

10.0

L=
2.
0(
1.
4)

φ
3c
m

φ
3
c
m

L
=
2
.
0
(
1
.
4)

※　（　）内の寸法Ｂ支柱

ノコ目亜鉛引鉄線（#16、2本使い）割掛

ノコ目亜鉛引鉄線割掛
(#16、2本使い)

ヤラズ詳細

晒竹
重ね20cm

H
=
1
.
5
(
0
.
9)

0.
2

摘　　　　　要

布掛(竹)支柱Ａ

布掛(竹)支柱Ｂ

支柱10m当りＨ2.0m～2.5m内外の上木5～8本/10m
（樹間＜2.0m）に使用

支柱10m当りＨ1.5m内外の針葉樹10～15本/10m
（樹間＜1.0m）に使用



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

生垣（四ツ目垣Ａ）

２－３－１２1/30

図面名称

生垣（Ｈ=1.1m）

300

1,800

300 300 300 300 300

1,800

7
00

1
,
1
00

2
50

2
50

2
50

1
7
5

1
75

1
00

1
,8
00

1
,2
00

G.L G.L

正面図

平面図

側面図

注４

Ｂ

Ｄ

Ａ

ＣＣ

凡　　例

記号 名　称 規　格 内　容

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

丸　太
末口φ7.5cm
長さ1.8m

針葉樹焼磨
仕上

晒　竹 φ3.0cm 三節上り

西洋釘 長さ6.5cm

φ3mm 黒

1. 晒竹接合部は、5cm程度食い込ませること。

棕梠縄

2. 樹木は原則としてＨ＝1.2m以上とする。

3. 樹木は四ッ目垣に棕梠縄（黒）にて結束すること。
（1ケ所／本）

4. 晒竹の上端は、節止めとする。

5. 樹木間隔は30cmを標準とする。

6. 生垣は、原則として道路境界から50cm離すこと。

7. 床掘は幅40cm、深さ30cmとし溝状に掘ること。

8. 丸太杭の先端は3面削りとする。

又は、
薫煙丸太と
とする。

客土あり

客土量（ｍ3）

0.094

客土なし － 1.88

1.88

土壌改良剤(kg)

（ｍ当り）



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

生垣（四ツ目垣Ｂ）

２－３－１３1/30

図面名称

生垣（Ｈ=0.8m）

300

1,800

300 300 300 300 300

1,800

7
00

8
00

2
50

2
50

1
50

1
50

1
00

1
,5
00

9
00

G.L G.L

正面図

平面図

側面図

注４

Ｂ

Ｄ

Ａ

ＣＣ

凡　例

記号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

名　称 規　 格 内　 容

丸　太

晒　竹

西洋釘

末口φ7.5cm
長さ1.5m

φ3.0cm 三節上り

 長さ6.5cm

棕梠縄 φ3mm 黒

１．

２．

３．

（1ケ所／本）

４．

５．

６．

７．

８．

晒竹接合部は、5cm程度食い込ませること。

樹木は、原則としてＨ＝0.9m以上とする。　

樹木は四ツ目垣に棕梠縄（黒）にて結束すること。

晒竹の上端は、節止めとする。

樹木間隔は、30cmを標準とする。

生垣は、原則として道路境界から50cm離すこと。

床掘は幅40cm、深さ30cmとし、溝状に掘ること。

丸太杭の先端は3面削りとする。

（ｍ当り）

土壌改良剤(kg)

2.06

2.06客土なし

0.103

客土量（ｍ3）

客土あり

-

とする。
薫煙丸太と

又は、仕上
針葉樹焼磨



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

生垣（四ツ目垣Ｃ）

２－３－１４1/30

図面名称

生垣（Ｈ＝0.6m）

300 300 300 300 300 300

6
50

5
50 2
00

1
00 1
,2
00

6
50

 G.L

正面図

平面図

側面図

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｃ

1,8001,800
2
50

注４

Ｃ

凡   例

記号 名  称 規   格 内   容

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

丸  太

晒  竹

西洋釘

末口φ7.5cm
長さ1.2m

φ3.0cm 三節上り

長さ6.5cm

φ3mm 黒

8. 丸太杭の先端は3面削りとする。

7. 床掘は幅30cm、深さ30cmとし溝状に掘ること。

6. 生垣は、原則として道路境界から50cmはなすこと。

5. 樹木間隔は30cmを標準とする。

4. 晒竹の上端は、節止めとする。

(1ケ所／本)
3. 樹木は、四ッ目垣に棕梠縄(黒)にて結束すること。

1. 晒竹接合部は、5cm程度食い込ませること。

2. 樹木は、原則としてＨ=0.6m以上とする。

棕梠縄1
00

客土あり

客土量（m3）

0.077

客土なし 1.54

1.54

土壌改良剤(kg）

（m当り）

-

とする。
薫煙丸太と

又は、仕上
針葉樹焼磨

 G.L



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

生垣（四ツ目垣Ｄ）

２－３－１５1/30

図面名称

生垣（Ｈ=0.9m）

300 300 300 300 300 300

6
00

9
00

2
50

2
50

1
50

1
00

1
,5
00

1
,0
00

 G.L

正面図

平面図

側面図

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｃ

1,8001,800
2
50

注４

Ｃ

凡   例

記号 名  称 規   格 内   容

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

丸  太

晒  竹

西洋釘

末口φ7.5cm
長さ1.5m

φ3.0cm 三節上り

長さ6.5cm

φ3mm 黒

8. 丸太杭の先端は3面削りとする。

7. 床掘は幅40cm、深さ30cmとし溝状に掘ること。

6. 生垣は、原則として道路境界から50cm離すこと。

5. 樹木間隔は30cmを標準とする。

4. 晒竹の上端は、節止めとする。

（1ケ所／本）
3. 樹木は四ッ目垣に棕梠縄（黒）にて結束すること。

1. 晒竹接合部は、5cm程度食い込ませること。

2. 樹木は、原則としてＨ＝1.0m以上とする。

棕梠縄

（ｍ当り）

土壌改良剤(kg)

1.88

1.88客土なし

0.094

客土量（ｍ3）

客土あり

-

とする。
薫煙丸太と

又は、仕上
針葉樹焼磨

 G.L



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特

記

仕

様

縮

尺

番

号

生垣（四ツ目垣Ｅ）

２－３－１６1/30

図面名称

生垣（Ｈ＝1.2ｍ）

300 300 300 300 300 300

6
00

1
,
2
00

1
50

3
00

3
00

1
50

3
00

1
00

1
,8
00

1
,3
00

G.L

正面図

平面図

側面図
注４

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｃ
Ｃ

1,8001,800

棕梠縄 黒φ3mm

長さ6.5cm西洋釘

三節上りφ3.0cm晒　竹

Ｄ

Ｃ

Ｂ

凡　　例

丸　太
末口φ7.5cm

内　容規　格名　称記号

8. 丸太杭の先端は3面削りとする。

7. 床掘は幅40cm、深さ30cmとし溝状に掘ること。

. 生垣は、原則として道路境界から50cm離すこと。

5. 樹木間隔は30cmを標準とする。

4. 晒竹の上端は節止めとする。

（1ケ所／本）
3. 樹木は、四ッ目垣に棕梠縄（黒）にて結束すること。

1. 晒竹接合部は、5cm程度食い込ませること。

Ａ
長さ1.8m

2. 樹木は原則としてＨ=1.3m以上とする。

6

（ｍ当り）

土壌改良剤(kg)

1.88

1.88客土なし

0.094

客土量（m3）

客土あり

-

とする。
薫煙丸太と
仕上又は、
針葉樹焼磨

G.L


